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（１９７４年）

昭和４９年７月１日 サロマ湖観光ホテルオープン

▲

サロマ湖畔栄浦にあった、かき島荘は、昭和３３年６月に町営の簡易宿泊施設として建

設され、昭和３５年に増築。さらに、昭和３８年５月に常呂町と北見バスが共同出資して

サロマ湖観光観光株式会社を設立。新会社は、常呂町がかき島荘を現物出資、北見バス会

社が３百万円を出資して資本金６百万円となり、かき島荘は実質北見バス会社が運営。同

年６月には４５ベッドのユースホステルを併置します。（「あのときの常呂・写真館 VOL9

昭和４２年８月１日 サロマ湖周遊地指定」に、かき島荘の写真を収めています）

▲

その後、年々増加する観光客に対処するため、かき島荘の中央部分を改築し、昭和４９

年、鉄筋コンクリート３階建ての近代的な施設に生まれ変わり、「サロマ湖観光ホテル」

としてオープンしました。＊延べ面積２３００㎡ ＊スペシャルルーム（バス・トイレ付）

洋室２，和室２ ＊客室２８ ＊大広間１２０畳、中広間３０畳 ＊大浴場：男女各１

＊その他：みやげ品店・食堂・観光幌馬車・どさん子乗馬（観光パンフレットから）

観光ホテルパンフレットから



下２枚：サロマ湖観光ホテルの正面（左側がユースホステル）

＊このサロマ湖観光ホテルは、観光の拠点としてばかりではなく、町民の会合などにも幅

広く利用されましたが、昭和５９年１１月１６日に「サロマ湖観光ホテルさよならパーテ

ィ」を経て解体され、１２月８日の安全祈願祭の後、同じ場所に新しいホテル「サロマ湖

東急リゾート」が建設され、昭和６０年８月２１日、竣工並びに開業披露祝賀会を迎えま

す。

＊なお、サロマ湖東急リゾートは平成１４年３月末で営業を停止し、阿寒グランドホテル

に経営譲渡され、サロマ湖鶴雅リゾートホテルとして生まれ変わりました。



下：サロマ湖観光ホテルのパンフレットから施設内部の紹介


